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本書は、應仁 。夫明の大乱以前の室町幕府における本R玲の411度であり、将軍の主従制的

支配権を強化・促進し、全国の式士・寺社本所に権益を与えることによって政権基盤の強化

に大きな貢献を呆たしたと評価できる管領施行システムの沿単と意義を分析・解明する。
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東寺百合文書 【既刊10冊】
京都府立総合資料館編

東寺に襲蔵されてきた奈良時代から江戸時代初期まで約900年にわた
る、総数18,000点・27,000通 におよぶ日本最大の古文書群である国宝・
東寺百合文書。本史料集には「ひらかな之部」刊行中の『大日本古文書』
未収録の「カタカナ之都」を翻刻。 (最終全60巻の予定)

第刊巻 (イ 函・口函―) 490頁/定価 9,975円 ISBN4-7842-l182-9
第 2巻 (口 函二)    446頁 /定価 9,975円 ISBN4 7842■ 2248
第 3巻 (口 函三)    444頁 /定価 9,975円 ISBN4 7842-12663
第4巻 (口函四・ハ函―)454頁 /定価 9,975円 ISBN4 7842 1319 8
第 5巻 (ハ函二)    454頁 /定価 9,975円 ISBN978-4-784213641
第 6巻 (ハ函三・二函―)432頁 /定価 9,975円 ISBN978 4 7842 1435 8
第 7巻 (二函二)    450頁 /定価 91975円 ISBN978 4-784214808
第 8巻 (二函三、ホ函、へ函、 卜函―)

442頁 /定価 9,975円 ISBN978-4-7842-1532-4
第 9巻 (卜函二・チ函―)446頁/定価 9,975円 ISBN978-4-784215850
第10巻 (チ函二)    478頁 /定価 9,975円 ISBN978牛 784216574

東寺文書と中世の諸相
東寺文書研究会編
日本の古文書を代表する史料群であり、中世の基本史料である東寺文
書。そのうち束寺百合文書は1997年に国宝指定をうけている。本書は、
東寺文書に魅せられた中世史研究者により、1994年以降続けられた東
寺文書研究会での研究成果の第二弾。研究会の報告を基礎に最新の成
果を披露した19篇。
レA5判・654頁/定価 11,550円        ISBN978-4-7842-1578-2

※東寺・東寺文書の研究
上島有著             嘉″アZ雰勃′婢

近世文書や聖教類も含めた東寺文書の整理の歴史を、東寺と東寺文書
の研究に永年携わつてきた著者が、寺史や伝来とも関わらせて集大成。
【内容】東寺の歴史/東寺文書の伝来と現状/東寺百合文書の整理と
目録作成/東寺文書をめぐって/付 :文書編年目録/索引
レA5判・872頁 /定価 17,850円          ISBN4-7842-0979-4

中世の契約社会と文書
村石正行著

売買・貸借などの契約関係を題材に、それに関わる契約者双方の文書
作成のあり方を検証、「塵芥集」における法慣習なども援用しながら、
双方向の文書授受とそれにまつわる文書作成が一般的におこなわれて
いた可能性を示す。

戦国大名権力構造の研究
村井良介箸

主に毛利氏を事例に、戦国大名、「戦国領主」の重層的な権力構造の分
析から、戦国期の権力諾関係の特質を、理論的かつ実証的に描くこと
により解明する。【内容】毛利氏の山陰支配と吉川氏/毛利氏の「戦国
領主」編成とその「家中」/一六世紀後半の地域秩序の変容/戦国期に
おける領域的支配の展開と権力構造 ほか
レA5判・452頁 /定価 7,350円        ISBN978-4-7842-1610-9

戦国大名佐々木六角氏の基礎研究
村井祐樹著

佐々木六角氏について、可能な限リー次史料を用い、六角氏や家臣の
動向、実態など基礎的事実を明らかにする。また、応仁元年 (1467)～
元和 6年 (1620)の、六角氏及び家臣の名が見える記録類を全て網羅し
た史料集の稿本を付し、『戦国遺文 佐々木六角氏編』とあわせること
で、戦国時代の佐々木六角氏関係史料はほば全て集成する。
>A5判・530頁/定価 12,180円       ISBN978-牛 7842-1663-5

※戦国大名武田氏の権力構造
丸島和洋著

戦国大名はどのような伝達ルー トを介して家中の内外との意思の疎通
を行つたのか ?甲斐武田氏を分析対象とし、家中を代表して他大名と
の外交を担った「取次」に着目。領国支配における意思伝達経路の検
討とあわせて、大名権力の中枢を構成する家臣や、大名と家臣の関係
について見つめ直し、戦国大名の権力構造を明らかにする。
>A5判・436頁 /定価 8,925円        ISBN078-4-7842-1553-9

室町期東回社会と寺社造営
小森正明著            思文間史学叢書
寺社の造営事業は、寺社を中心とする経済活動―寺社領経済―の発展
に大きな効果をもたらした。本書は、鎌倉府体制下にあつた室町期の
東国社会に、寺社造営事業と寺社領経済が与えた影響を考察する。「香
取文書」など中世東国の「売券」の長年にわたる分析に基づく成果。
レA5判・356頁 /定価 7.350円        ISBN978-4-7842-1421-1

東国における武士勢力の成立と展開

山本隆志著

~東回武士論の再構築― 思文閣史学叢書
東国武士を武士勢力としてとらえ、京・鎌倉での活動と連動しながら
本領で法会・祭礼を主催するなかで政治的支配力を形成していること
を、具体的に論じる

レA5判・352頁 /定価 7.875円

室町・戦回期研究を読みなおす
中世後期研究会編

踏まえる、拓く――若手研究者が提示する研究の過去 。現在・未来
【執筆者】松永和浩/桃崎有一郎/山 田徹/吉田賢司/平出真宣/尾
下成敏/西島太郎/清水克行/三枝暁子/早島大祐/高谷知佳/大田
壮一郎/安藤弥
レA5判 '408頁/定価 4,830円        ISBN978-4-7842-1371-9

中世日本の政治と文化
森茂暁箸

鎌倉時代から室町時代にかけて、現存している古文書や、政治と深く
関わつた宗教者から、「中世日本」とはどのような時代だったのかを
ひもとき、さらに『増鏡』や『太平記』、「博多日記」という記録史料
など、文芸作品からのアプローチをも試みる。中世の政治と文化を総
合的に明らかにした論考15篇を収録。
レA5判 。480頁 /定価 9,450円        ISBN978-4-7842-132牛 4

増補。改訂南北朝期公武関係史の研究
森茂暁箸

南北朝期の公家政局の構造および朝廷と幕府との関係を、豊富な史料
をあげて実証的に読み解き、その後の中世政治史の発展を決定づけた、
1984年文献出版刊行の名著を増補・改訂して復刊。増補にあたつては、
旧版刊行後に見いだされた基礎データ等を収録。
レA5判・612頁/定価 9,450円        ISBN978-牛 7842-1416-7

ISBN978-4-7842-1668-0>A5判 ・384頁/定価 6,825円

思文閣史学叢書

日本中世政治文化論の射程

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載した広報誌

山本隆志編

筑波大学大学院にて24年間にわたり、中世東国社会史に取り組んだ編
者の指導・学恩を受けた執筆者による、歴史学・思想史 。民俗・生活
史など、多岐にわたる研究成果を収録した論文集。第一部 :政治制度
と実効支配/第二部 :政治権力と地域社会/第二部 :民俗と宗教
>A5判・344頁 /定価 8,190円        ISBN978-牛 7842-1620-8

※戦国期権力佐竹氏の研究
佐々木倫朗著

室町期から戦国期にかけ、常陸国佐竹氏がどのような過程をへて権力
形成を行つたのか。一族衆や回衆等の活動、佐竹氏と地域社会との関
わりやその地域編成について、佐竹氏が発給した「知行充行状」・秋
田藩家蔵文書等の史料を通じて考察することで、従来捨象されがちで
あった戦国期の権力編成の姿を浮き彫りにする。
レA5判・304頁 /定価 6,090円        ISBN978-牛 7842-1569-0

話・ fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の

ISBN078-4-7842-1601-7

鎌倉時代の権力と制度
上横手雅敬編

鎌倉時代史をリードしてきた編者と、次世代を担う関西の若手研究者
により結成された鎌倉時代研究会の初の論集。「公家政権」「鎌倉幕府」
「宗教と寺社」の 3篇からなり、各分野のスペシャリストたちがそれ
ぞれの視点から最新の研究成果を披露する。
レA5判・358頁 /定価 6,825円        ISBN978-4-7842-1432-7

『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。
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